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基
礎
的
財
政
収
支
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
が
月
内
に
取
り
ま
と
め
る
二
〇
一
五
年
度
の
経
済
財
政
運
営
の
基
本
指
針
「
骨
太
の
方
針
」
に
お
い
て
基
礎
的
財
政
収

支
の
赤
字
を
二
〇
一
八
年
度
に
対
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
一
％
程
度
に
縮
小
す
る
事
を
盛
り
込
む
と
の
報
道
が
あ
る
。

こ
の
方
針
は
、
内
閣
府
の
試
算
（
予
測
）
を
ベ
ー
ス
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
予
測
は
あ
ま
り
に
も
現
実
と

か
け
離
れ
て
い
る
。
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
基
礎
的
財
政
収
支
の
甘
す
ぎ
る
予
測
と
実
績
は
、
各
年
度
の
「
経
済
財
政
の
中
長
期
試

算
」
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
す
れ
ば
、
現
実
離
れ
し
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
質
問
す
る
。

一

日
本
経
済
は
デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱
却
し
た
の
か
。

二

基
礎
的
財
政
収
支
は
、
そ
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
推
移
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
景
気
が
良
く
な
れ
ば
改
善
し
、
景
気
が

悪
く
な
れ
ば
悪
化
す
る
。
つ
ま
り
基
礎
的
財
政
収
支
を
改
善
し
た
い
な
ら
、
思
い
切
っ
た
景
気
対
策
を
行
い
デ
フ
レ
脱
却
し

景
気
回
復
を
さ
せ
る
し
か
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
一
時
的
に
基
礎
的
財
政
収
支
は
悪
化
す
る
も
の
の
、
経
済
が
拡
大
軌
道
に
乗

れ
ば
、
税
収
も
増
え
基
礎
的
財
政
収
支
は
改
善
す
る
と
考
え
る
が
同
意
す
る
か
。

三

骨
太
方
針
二
〇
〇
六
で
は
二
〇
一
一
年
度
に
基
礎
的
財
政
収
支
を
黒
字
化
す
る
事
を
目
標
に
掲
げ
た
。
現
実
に
は
基
礎
的

一



財
政
収
支
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
マ
イ
ナ
ス
六
�
九
％
に
ま
で
大
幅
に
悪
化
し
た
か
ら
、
こ
の
試
み
は
完
璧
に
失
敗
し
た
。
想
定

外
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
で
失
敗
し
た
と
の
見
解
か
も
知
れ
な
い
が
、
世
界
経
済
は
い
つ
不
況
に
襲
わ
れ
る
か
誰
に

も
分
か
ら
な
い
。
デ
フ
レ
が
続
い
て
い
た
当
時
、
歳
出
削
減
で
景
気
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
た
た
め
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
耐
え
ら
れ
ず
大
き
く
傷
口
を
広
げ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
と
し
て
そ
の
後
大
規
模
な
景
気
対
策
を
強
い
ら
れ
基
礎
的
財
政

収
支
を
大
幅
に
悪
化
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
大
規
模
な
景
気
対
策
を
二
〇
〇
六
年
に
行
っ
て
い
た
ら
、
デ
フ
レ
脱
却

が
確
実
に
な
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
も
景
気
減
速
幅
は
限
定
的
で
、
基
礎
的
財
政
収
支
も
そ
れ
ほ
ど
悪
化
し
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
年
の
骨
太
方
針
も
骨
太
方
針
二
〇
〇
六
と
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
す
事
に
な
ら
な
い
か
。
病
気

は
悪
化
さ
せ
る
前
に
完
治
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

四

基
礎
的
財
政
収
支
の
改
善
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
財
政
破
綻
の
危
機
に
あ
る
ギ
リ
シ
ア
の
基
礎
的
財
政

収
支
は
黒
字
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
基
礎
的
財
政
収
支
が
黒
字
の
国
は
百
八
十
二
ヶ
国
中
五
十
三
ヶ
国
に
す
ぎ
ず
、
景
気

が
良
い
米
国
も
大
幅
赤
字
で
あ
る
。
基
礎
的
財
政
収
支
が
黒
字
化
し
て
も
、
国
債
費
で
国
の
借
金
は
増
え
続
け
る
し
、
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
減
少
す
れ
ば
、
国
の
借
金
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
増
加
し
、
将
来
世
代
へ
の
ツ
ケ
は
増
え
る
。
将
来
世
代
へ
の
ツ
ケ
を

減
ら
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
の
借
金
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
減
ら
す
事
を
目
標
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二



五

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
三
本
の
矢
の
う
ち
第
二
の
矢
で
あ
る
「
機
動
的
な
財
政
運
営
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
は
、
経
済
財
政

運
営
モ
デ
ル
の
乗
数
の
計
算
が
不
可
欠
で
あ
る
。
内
閣
府
は
二
〇
一
〇
年
度
を
最
後
に
乗
数
の
値
の
発
表
を
行
っ
て
い
な

い
。
国
の
借
金
も
大
幅
に
増
え
、
異
次
元
の
金
融
緩
和
も
行
わ
れ
、
為
替
相
場
も
変
化
し
、
経
済
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
一
刻
も
早
く
最
新
の
乗
数
の
値
を
発
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
因
み
に
二
〇
一
〇
年
版
で
は
、
五

兆
円
公
共
投
資
を
増
や
せ
ば
、
公
債
等
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
一
�
六
五
％
Ｐ
Ｔ
減
少
し
、
将
来
世
代
へ
の
ツ
ケ
は
減
る
と

な
っ
て
い
る
。
国
の
借
金
が
当
時
よ
り
大
幅
に
増
加
し
た
現
在
で
は
、
こ
の
減
少
幅
は
更
に
拡
大
し
た
は
ず
で
あ
る
。

右
質
問
す
る
。

三


